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一般教育演習 

プログラミングで問題を解く： 

集計から人工知能まで









今日のお題：プログラミング事始
•先週のガイダンス内容の要点の確認 

•自己紹介タイム 

•パソコン環境の準備 

•プログラミングとは？ 

理屈→実践ではなく、逆(実践→理屈)でやってみよう！ 

ということで細かいことは後でやることにして 

プログラミングしてみよう！ 

•ミニレポートタイム(15分)



出席
•出欠確認システムの情報を使います．各自，学生
証をICカードリーダーに入室時と退出時の2回 
かざしてください． 

•学生証を忘れた場合，授業開始前に学生番号と名
前を報告してください．それ以外ではいかなる理
由でも出欠確認システムの情報は訂正できません．



1. 「プログラミングとは何か？」について自分なりの答えが持てるようになる。 

2. プログラミングに最低限必要な「コンピュータの仕組み」や「アルゴリズム」
「データ構造」と言った初歩的知識を身につける。 

3. 実際にプログラミング言語を用いて簡単なプログラムを作成するための基本的
なスキルを身につけ実践することができる。 

4. 今後、プログラミングを自ら習得していくために何をしていけば良いかの理解
や知識を得る。 

5. コンピュータプログラムが我々の生活社会の基盤にあることを意識し、品質の
高い美しいプログラムを作り上げることの価値を議論できるようになる。 

到達目標 (シラバスより)



授業形態と成績について
•出席2/3(10回)以上を成績評価対象 
(演習なので基本的には全ての授業への参加が望ましい) 

•成績：授業や演習への積極性(30%), レポートや成果物の内容(50%)、
ディスカッションへの貢献(20%)を総合的に評価 

•評価：入門授業であるため、プログラムのクオリティそのものより
も、考察やコメントによる思考過程のプレゼンテーションをより重視
する。プログラミングとは何かを理解し、プログラムが作れるように
なっていく「学習過程の磨き方そのもの」を最も評価する。



注意
•教室が変わるので注意してください． 
4/19（木）・4/26（木）‥情報教育館Ｂ（情報教育館２階）  
5/10（木）～8/2（木）‥E209教室  

•8G以上の容量の「USBメモリ」を持参してください．
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授業の情報

http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/


自己紹介タイム

講師：瀧川 一学(たきがわ・いちがく) 

TA：横山 祐也(よこやま・ゆうや)

詳しくは先ほどのホームページの先週の 
スライドなどを参照



大雑把なビジョン

•この演習でやりたいことは大きく２つ

1. 「プログラミング」とは何かを理解しそれを 
どうやって学んでいけば良いかの指針を与える 

2. 「Python」というプログラミング言語の基礎と 
実習を実際にやってみる



スタートの前に

•問１：目の前のパソコンにログインできますか？ 
(アカウントがわかるか、Windowsがわかるか) 

•問２：ELMSって何かわかりますか？ 
自分のファイルをそこに保存できますか？ 

•問３：今日「８GB以上の容量のUSBメモリ」を  
持って来ましたか？



2の準備

•演習室のパソコンは使用の度にデータが初期化される 

•作業した結果はUSBメモリかオンラインに保存 

•演習室のパソコンに入っているPythonは時代遅れ  
→ まず、最新環境＋高度作業(統計や人工知能)に 
   必要なもの一式を皆さんのメモリの中に作ります！ 
→ USBがさせるWindowsマシンならどこでも 
    (自宅でも他の演習室でも)試せるようになる



ただし現実的な問題が...

•「USBメモリ」は読み書きが遅いので、インストール 
に時間がかかる(1時間とか) 

•方針：待ち時間がもったいないので実際の作業は宿題 
としたい。Are you OK? (やり方は説明します)

1. Anacondaの最新版をPCにインストール 
2. USBメモリを「exFAT」形式でクイックフォーマット 
3. PCのフォルダごとUSBにコピー 
4. Anaconda Navigator経由でJupyter Notebookを起動



本などで自習する際の注意
•Pythonの環境の作り方のベストプラクティスは 
すぐ変わります。本に載っているのは古いかも。 
なぜそういうことが起きるのかは追い追い説明します。 

•でもPython自体はどういうやり方で準備しても 
同じです。 

•演習で紹介するのは２０１８年４月現在でWindowsを 
使う場合の瀧川が思う最良のやり方の一つです。 
他のやり方でも構わないし試行錯誤は学習になります。



概要
1. Anacondaの最新版をPCにインストール 
2. Jupyter Notebookを起動

自分のPCとかで使うなら非常に楽
• とあるWebサイトからファイルをダウンロード 
• それをクリックで起動してインストール 
• 起動アイコンをクリックして使う

しかし、演習ではUSBメモリにインストールなので...



ちらっと説明
1. Anacondaの最新版をPCにインストール 
2. USBメモリを「exFAT」形式でクイックフォーマット 
3. PCのフォルダごとUSBにコピー 
4. Anaconda Navigator経由でJupyter Notebookを起動

3種類出てきますが説明は追い追い

1. Python (パイソン) 
2. Anaconda (アナコンダ) 
3. Jupyter (ジュピター)

USB (ユーエスビー)
exFAT (イーエックスファット)

この2つは演習で必要なだけ



USBメモリのクイックフォーマット
普通USBは出荷時に「FAT32」という形式で 
フォーマットされているので再フォーマット

注意！！ 
フォーマットするとUSBメモリに保存されて  
いる全てのデータは消去されます！ 
何か保存してある場合はまずその全体を 
デスクトップなどに一旦避難し、フォーマット後 
再度コピーすること



USBメモリのクイックフォーマット



USBメモリのクイックフォーマット

2) 適当な名前をつける1) exFATを選択 3) クイックフォーマットに☑



USBメモリのクイックフォーマット



https://www.anaconda.com/

クリック



https://www.anaconda.com/download/

クリック



https://www.anaconda.com/download/

クリック



https://www.anaconda.com/download/

クリック



Anaconda インストーラ

クリック



Anaconda インストーラ

クリック



Anaconda インストーラ

クリック



Anaconda インストーラ

クリック



インストール先を自分のPCかUSBに

USBに「python」を
新規作成し選択



Anaconda インストーラ

クリック



あとはひたすら待つ

PCに入れてUSBにコピーの方が多分速い？



大雑把なビジョン

•この演習でやりたいことは大きく２つ

1. 「プログラミング」とは何かを理解しそれを 
どうやって学んでいけば良いかの指針を与える 

2. 「Python」というプログラミング言語の基礎と 
実習を実際にやってみる



今日のメインディッシュ



Webブラウザがあればできる
スマホ(iPhone or Android)アプリもあるよ

http://lightbot.com/hoc.html

今日は「Hour of Code」のデモ版というのを  

やって見ましょう！

http://lightbot.com/hoc.html


http://lightbot.com/hoc.html

これをクリック

http://lightbot.com/hoc.html


言語選択全画面表示

キャラの色変え

BGM on/off
スタート



言語を日本語に









使えるコマンド

使えるコマンドを並べる

MAIN実行

青いタイルを全て 
光らせるとクリア



http://lightbot.com/hoc.html

今日は「Hour of Code」のデモ版というのを  

やって見ましょう！

1. 基本 

2. プロシージャ 

3. ループ

このゲームがコンピュータ 
の仕組みやプログラミング 
とどう関係するのかは 
次週以降解説！

http://lightbot.com/hoc.html


https://hourofcode.com/jp/learn

さらに自習したい人は下記の好きなものを 
(登録しなくても試せるが結果を残したかったら登録)

1. Hour of Code 

2. Code Monkey 

3. Scratch 

4. Code Combat

https://codemonkey.jp

https://scratch.mit.edu

https://codecombat.com

https://hourofcode.com/jp/learn
https://codemonkey.jp
https://scratch.mit.edu
https://codecombat.com


Scratch https://scratch.mit.edu

クリック



Scratch https://scratch.mit.edu
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